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　JOMSの査読者は、JOMS編集方針に従って、査読レポートをまとめてください。査読レポートの構成は以下のようにお願いいたします。
（１）採否：採択、 条件付採択、 改訂後に再審査、 不採択のいづれかを選択してください。
（２）論文の貢献：　採択と条件付採択の場合は、査読者が理解する論文の貢献（採択の理由）を書いてください。改訂後に再審査の場合は、適切に改訂された論文が有すると期待される貢献を書いてください。不採択の場合は、採択の基準に達する論文に改訂するためには、どこをどのように改善すべきかという点を明確にするような、建設的、具体的なコメントを書いてください。
（３）論文の問題点と改訂すべき点
（４）本質的ではないが、不明確な個所、誤植等の指摘
JOMSA学会では、採択基準に達していない論文に対して、建設的な査読レポートをまとめるよう、ご協力をお願いいたします。
JOMS編集方針 

オペレーションズ・マネジメント＆ストラトジー学会論文誌のミッションは、日本のオペレーションズ・マネジメント研究における中核的な学術雑誌としての役割を果たすことにある。本論文誌は、製造業とサービス産業における、プロダクトとプロセスの設計と管理に従事するマネジャーが直面する問題や課題に関する学術的な研究を掲載する。本論文誌が対象とする研究分野は、製品開発、調達、生産、流通、販売等における製品とオペレーションの効果的、効率的な設計と管理、事業戦略とグローバルな視点での意思決定、サプライチェーン・マネジメント、サービス・サイエンス等、オペレーションにかかわるすべての分野である。社会科学、ケーススタディ、数理モデル等の研究パラダイムを問わず、厳密に科学的に行われた研究の成果の発表の場とする。 

　投稿された論文に対して、編集委員会は、査読プロセスに入るか否かを決定する。査読プロセスに入った論文については、少なくとも2名の査読者が本論文誌に適切か否かを審査し、編集委員会で採否と掲載の最終決定をする。採否は、問題・課題設定に経営上の意義があるか、或いは、研究結果が経営に役に立つか、独創性、普遍性等の学術上の貢献があるか、学術論文としての厳密さと明確さがあるかなどの基準で判断される。さらに、原稿の構成と読みやすさは、採否の重要な基準となる。
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